








日赤番
号

識別番
号

FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患
感染症
名

投与年
月

投与前検
査(年月)

投与後検査(年
月)

日赤投与
前

検査

日赤投与後
検査

受血者個
別NAT

献血者個別
NAT

併用
血液
製剤
等

備考
使用単
位数

供血者再
献血※

同一供血者製
剤確保※

同一供
血者製
剤使用
※

感染
症等
転帰

転帰

供血者発遡及
の場合の供血
者保管検体
（抗原、抗体、
NAT）（投与時
点）

供血者発遡及の場合
の供血者の検査値

輸血によるＨＢＶ感染報告例（疑い例を含む。）

供血者陽性事例

3-
07136

A-
070001
36

2007/11/20 2007/12/4

新鮮凍結人血漿
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

女 30 出血
B型肝
炎

07/06

HBV-
DNA(-)
IgG-HBｃ
Ab(-)
IgM-HBｃ
Ab(-)
(07／06)

HBV-DNA(＋)
（07/10）
HBsAg(+)
HBsAb(-)
IgG-HBcAb(+)
IgM-HBcAb(-)
HBｅAg(+)
HBｅAb(-)
(07/11)

HBV-
DNA(-)
（07/06）

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
IgM-HBcAb(-
)
（07/11）

陰性(輸血
前)
陽性(輸血
後)

保管検体11本
中、10本HBV-
DNA(-)、1本
HBV-DNA(＋)。

陽性となった当
該輸血用血液と
同一採血番号
の製剤として、１
本の原料血漿
があり、確保済
み。

20単
位
14単
位

4/11（HBV
関連検査
(-))
保管検体
HBV-
DNA(＋)の
献血者は
再来献血
なし

3本の原料血
漿、4本の新
鮮凍結血漿-
LRを製造。原
料血漿はすべ
て確保済み。
新鮮凍結血漿
-LRは全て確
保済み。

-
非重
篤

不明

ウイルスの解析：患者
献体と献血者（HBV陽
性保管検体）とで
PreS/S領域を含むP領
域の前半部の1550bp
の塩基配列を比較した
ところ、両者の塩基配
列は全て一致した。献
血者と患者のＨＢウイ
ルスはGenotype Cで塩
基配列からSubtypeは
adrと推定した。

3-
07143

A-
070001
49

2007/12/7 2007/12/19
人赤血球濃厚液
(放射線照射）ー
LR

男 60
前立腺
癌

B型肝
炎

07／
09-10

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/09)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/10)
HBsAg(+)
(07/11)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
(07/11)
HBV-DNA(+)
(07/12)

HBV-
DNA(-)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/09)

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
IgM-HBcAb(-
)
(07/12)

陰性(輸血
前)
陽性(輸血
後)

保管検体5本に
ついてHBV-
DNA(-)
1本HBV-
DNA(＋)

陽性となった当
該輸血用血液と
同一採血番号
の製剤として、１
本の原料血漿
があり、確保済
み。

12単
位

1/6（HBV
関連検査
(-))
保管検体
HBV-
DNA(＋)の
献血者は
再来献血
なし

6本の原料血
漿を製造。原
料血漿はすべ
て確保済み

- 重篤
未回
復

陽転事例

3-
07128

A-
070001
24

2007/11/6 2007/11/19
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

女 60 腎不全
B型肝
炎

07/04-
10

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/04)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/07)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
(07/10)
HBV-DNA(+)
（07/10）

HBV-
DNA(-)
(07/04)

HBV-DNA(-)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/11)

陰性(輸血
前)
陰性(輸血
後)

保管検体15本
全部HBV-
DNA(-)

25単
位

3/15（HBV
関連検査
(-)）

13本の原料血
漿、2本の新
鮮凍結血漿-
LRを製造。原
料血漿は12本
確保済み。新
鮮凍結血漿-
LRは全て確保
済み。

原料血
漿は1本
使用済
み。

非重
篤

未回
復

1/625



日赤番
号

識別番
号

FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患
感染症
名

投与年
月

投与前検
査(年月)

投与後検査(年
月)

日赤投与
前

検査

日赤投与後
検査

受血者個
別NAT

献血者個別
NAT

併用
血液
製剤
等

備考
使用単
位数

供血者再
献血※

同一供血者製
剤確保※

同一供
血者製
剤使用
※

感染
症等
転帰

転帰

供血者発遡及
の場合の供血
者保管検体
（抗原、抗体、
NAT）（投与時
点）

供血者発遡及の場合
の供血者の検査値

3-
07129

A-
070001
26

2007/11/9 2007/11/26

人血小板濃厚液
（放射線照射）
人血小板濃厚液
人赤血球濃厚液-
LR

男 50
血液腫
瘍

B型肝
炎

07/05-
07

HBsAg(-)
HBV-
DNA(-)
HBcAb(-)
(07/04)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
(07/06)
HBV-DNA(+)
HBcAb(-)
(07/07)
HBsAg(+)
(07/10)
HBV-DNA(+)
HBeAg(+)
HBcAb(+)
HBeAb(+)
（07/11）

検体なし 検体なし
陽性（輸血
後）

保管検体9本全
部HBV-DNA(-)

60単
位
20単
位
4単位

5/9(4人は
HBV関連
検査(-)、1
人はHBs
抗体のみ
陽性で、当
該献血時
も同様で
あった。)

8本の原料血
漿、1本の新
鮮凍結血漿-
LRを製造。原
料血漿は全て
確保済み。新
鮮凍結血漿-
LRは確保済
み。

－
非重
篤

軽快

3-
07130

A-
070001
27

2007/11/9 2007/11/26

人血小板濃厚液
（放射線照射）
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

女 60
多発性
骨髄腫

B型肝
炎

07/04-
05

－

HBsAg(-)
HBsAb(+)
(07/04)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
(07/11)

HBV-
DNA(-)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
（07/04）

HBV-DNA(-)
HBsAg(-)
HBcAb(+)
(07/04)
HBV-DNA(-)
HBsAg(-)
HBsAb(+)
HBcAb(+)
(07/05)
HBV-DNA(-)
HBsAg(-)
HBsAb(+)
HBcAb(+)
(07/05)
HBV-DNA(+)
HBsAg(+)

陰性(輸血
前)
陽性(輸血
後)

保管検体11本
全部HBV-
DNA(-)

115単
位
8単位

7/11(HBV
関連検査
(-))

8本の原料血
漿、3本の新
鮮凍結血漿-
LRを製造。原
料血漿は4本
確保済み。新
鮮凍結血漿-
LRは全て確保
済み。

原料血
漿は4本
使用済
み。

非重
篤

不明

3-
07131

A-
070001
25

2007/11/12 2007/11/26
人赤血球濃厚液-
LR

男 50 上顎癌
B型肝
炎

07/06

HBsAg(-)
HBsAb(-)
(07/05)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/06)

HBsAg(+)
(07/09)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(+)
HBcAb(+)
IgM-HBcAb(+)
(07/10)

HBV-
DNA(-)
HBsAg(-)
HBcAb(-)
（07/06）

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
（07/11）

陰性(輸血
前)
陽性(輸血
後)

保管検体3本全
部HBV-DNA(-)

6単位
2/3(HBV
関連検査
(-))

3本の原料血
漿を製造。原
料血漿は全て
確保済み。

－ 重篤
未回
復

3-
07133

A-
070001
30

2007/11/13 2007/11/27

人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR
新鮮凍結人血漿 女 60

循環器
疾患

B型肝
炎

07/06

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/06)

HBsAg(+)
IgM-HBcAb(+)
HBeAg(+)
(07/11)
HBV-DNA(+)
(07/11)

HBV-
DNA(-)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBｃAb(-)
（07/06）

HBV-
DNA(＋)
HBsAg(＋)
HBsAb(＋)
HBｃAb(＋)
（07/11）

陰性(輸血
前)
陽性(輸血
後)

保管検体5本全
部HBV-DNA(-)

6単位
4単位

4/5(HBV
関連検査
(-))

5本の原料血
漿、2本の赤
血球MAPを製
造。原料血漿
は3本確保済
み。

原料血
漿は2本
使用済
み。赤血
球MAP
は全て
医療機
関へ供
給済み。

重篤 軽快

3-
07137

A-
070001
37

2007/11/20 2007/12/4

人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR
新鮮凍結人血漿 女 20

子宮外
妊娠

B型肝
炎

07/05
HBsAg(-)
(07/05)

HBsAg(-)
(07/07)
HBsAg(+)
(07/11)
HBV-DNA(+)
(07/11)

－

HBV-
DNA(＋)
HBｓAg(+)
HBｓAb(-)
HBｃAb(+)

陽性（輸血
後）

保管検体6本全
部HBV-DNA(-)

加熱
人血
漿た
ん白

6単位
6単位

2/6(HBV
関連検査
(-))

6本の原料血
漿、3本の赤
血球MAPを製
造。原料血漿
は3本確保済
み。

原料血
漿は3本
使用済
み。赤血
球MAP
は全て
医療機
関へ供
給済み。

重篤 軽快
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日赤番
号

識別番
号

FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患
感染症
名

投与年
月

投与前検
査(年月)

投与後検査(年
月)

日赤投与
前

検査

日赤投与後
検査

受血者個
別NAT

献血者個別
NAT

併用
血液
製剤
等

備考
使用単
位数

供血者再
献血※

同一供血者製
剤確保※

同一供
血者製
剤使用
※

感染
症等
転帰

転帰

供血者発遡及
の場合の供血
者保管検体
（抗原、抗体、
NAT）（投与時
点）

供血者発遡及の場合
の供血者の検査値

3-
07140

A-
070001
42

2007/11/28 2007/12/12 人赤血球濃厚液 女 70
血液腫
瘍

B型肝
炎

01/09-
03/01

HBsAg(-)
(01/09)

HBsAg(-)
(01/11)
HBsAg(-)
(02/09)
HBsAg(-)
(03/05-07)
HBsAg(+)
(03/08)
HBV-DNA(+)
(03/08)
HBsAg(+)
(06/11)
HBsAg(+)
(07/11)

－

HBV-DNA(+)
(07/11)
HBｓAg(+)
HBｓAb(-)
HBcAb(+)
(07/12)

陽性（輸血
後）

保管検体23本
について全部
HBV-DNA(-)

36単
位

18/23
（HBV関連
検査(-))

23本の原料血
漿、8本の新
鮮凍結血漿を
製造。

原料血
漿は全
て使用
済み。
新鮮凍
結血漿
は全て
医療機
関へ供
給済み

非重
篤

回復

3-
07141

A-
070001
45

2007/12/3 2007/12/14

人赤血球濃厚
液ーLR
人血小板濃厚液
(放射線照射）

男 60
多発性
骨髄腫

B型肝
炎

07／07

HBsAg(-)
(07/04)
HBsAg(-)
(07/06)

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBeAg(-)
HBeAb(-)
HBcAb(+)
(07/11)
HBV-DNA(+)
(07/11)

-

HBV-DNA(+）
HBｓAg(+)
HBｓAb(-)
HBｃAb(+)

陽性（輸血
後）

保管検体6本全
部HBV-DNA(-)

乾燥
スル
ホ化
人免
疫グ
ロブリ
ン

6単位
40単
位

2/6（HBV
関連検査
(-))

5本の原料血
漿、1本の新
鮮凍結血漿-
LRを製造。原
料血漿はすべ
て確保済み。
新鮮凍結血漿
-LRは確保済
み。

－
非重
篤

未回
復

3-
07146

A-
070001
60

2007/12/17 2007/12/28
新鮮凍結人血漿
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

女 30
血液疾
患

B型肝
炎

07/05
HBsAg(-)
(06/11)

HBsAg(＋)
HBsAb(-)
(07/08)
HBV-DNA(ｰ)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBeAb(-)
(07/08)
HBV-DNA(ｰ)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBeAb(-)
(07/09)
HBｃAb(-)
(07/10)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
(07/11）

検体なし 調査中
HBV関連
検査実施
予定。

保管検体14本
についてHBV-
NAT実施予定。

乾燥
濃縮
人アン
チトロ
ンビン
３

10単
位
18単
位

4/14（HBV
関連検査
(-))

14本の原料血
漿、5本の赤
血球MAPを製
造。原料血漿
は使用の有無
を確認中。

赤血球
MAPは
全て医
療機関
へ供給
済み。

非重
篤

軽快

輸血後ＮＡＴで陰性又は輸血前後で陽性

3-
07138

A-
070001
39

2007/11/22 2007/12/5
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

男 80
尿管癌
術後再
発

B型肝
炎

07/09

HBsAg(-)
HBsAb(-)
(07/02)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
(07/08)

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
HBcAb(+)
IgM-HBcAb(-)
(07/11)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
(07/08)
HBV-
DNA(+)
(07/09)

HBV-DNA(+)
(07/11)

陽性（輸血
前）
陽性（輸血
後）

保管検体2本全
部HBV-DNA(-)

4単位 0/2

1本の原料血
漿、1本の新
鮮凍結血漿-
LRを製造。原
料血漿は確保
済み。新鮮凍
結血漿-LRは
確保済み。

-
非重
篤

未回
復

3/627



日赤番
号

識別番
号

FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患
感染症
名

投与年
月

投与前検
査(年月)

投与後検査(年
月)

日赤投与
前

検査

日赤投与後
検査

受血者個
別NAT

献血者個別
NAT

併用
血液
製剤
等

備考
使用単
位数

供血者再
献血※

同一供血者製
剤確保※

同一供
血者製
剤使用
※

感染
症等
転帰

転帰

供血者発遡及
の場合の供血
者保管検体
（抗原、抗体、
NAT）（投与時
点）

供血者発遡及の場合
の供血者の検査値

陽転未確認事例

3-
07126

A-
070001
22

2007/11/5 2007/11/19
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

男 80 腎不全
B型肝
炎

07/04-
05

－

HBsAg(-)
(07/05)
HBsAg(-)
(07/07)
HBsAg(+)
(07/10)
HBsAg(+)
(07/11)

－

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
IgM-
HBcAb(+)
(07/10)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
IgM-
HBcAb(+)
(07/10)

陽性（輸血
後）

保管検体4本全
部HBV-DNA(-)

※2007年11月
19日の未完了
報告時に「不
明」であった患
者転帰が「未回
復」であるとの
情報を入手した
ため、2008年1
月7日に追加報
告を行った。

6単位

3/4（2人は
HBV関連
検査陰性、
1人は
HBcAb陽
性かつ
HBs抗体
陽性で、当
該献血時
も同様で
あった。）

3本の原料血
漿、1本の新
鮮凍結血漿-
LRを製造。原
料血漿、新鮮
凍結血漿-LR
は全て確保済
み。

－ 重篤
未回
復

輸血によるＨＣＶ感染報告例（疑い例を含む。）

陽転事例

3-
07127

A-
070001
23

2007/11/6 2007/11/19

人赤血球濃厚液-
LR
新鮮凍結人血漿-
LR

男 50 心疾患
C型肝
炎

07/10

HCV-Ab(-)
(07/08)
HCVコア抗
原(-)
(07/09)

HCV-RNA(+)
HCV-Ab(-)
(07/10)

HCV-
RNA(-）
(07/10)

HCV-RNA(+）
(07/11)

陰性(輸血
前)
陽性(輸血
後)

保管検体6本全
部HCV-RNA(-)

8単位
4単位

0/6

2本の原料血
漿、2本の新
鮮凍結血漿-
LR、2本の赤
血球濃厚液-
LRを製造。原
料血漿は全て
確保済み。新
鮮凍結血漿-
LRは全て確保
済み。

赤血球
濃厚液-
LRはす
べて医
療機関
へ供給
済み。

重篤 軽快

3-
07134

A-
070001
32

2007/11/16 2007/11/28
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

女 80
消化器
疾患、
貧血

C型肝
炎

07/08
HCV-Ab(-)
（07／08）

HCV-Ab(+)
（07/11）

HCV-
RNA(-)
HCV-Aｂ(-
)
（07/08）

HCV-RNA(+)
HCV-Aｂ（+）
（07/11）

陰性(輸血
前)
陽性(輸血
後)

保管検体2本全
部HCV-RNA(-)

4単位
2/2(HCV
関連検査
陰性）

2本の原料血
漿を製造。原
料血漿は全て
確保済み。

－
非重
篤

軽快

3-
07144

A-
070001
55

2007/12/13 2007/12/26 人赤血球濃厚液 女 50
子宮筋
腫

C型肝
炎

98/05
HCV-Ab(-)
(98/04)

HCV-Ab(+)
(07/12)

検体なし 検体なし 調査なし
保管検体3本に
ついてHCV-
NAT実施予定。

4単位

2/3(うち1
名はNAT
導入前の
再来)

調査中 調査中 重篤 不明

3-
07148

A-
070001
62

2007/12/18 2007/12/28
人赤血球濃厚液
(放射線照射）-LR
新鮮凍結人血漿

男 50 結腸癌
C型肝
炎

07/05
HCV-Ab(-)
(07/04)

HCV-Ab(+)
HCV-RNA(+)
(07/12)

調査中 調査中
HCV関連
検査実施
予定。

保管検体6本に
ついてHCV-
NAT実施予定。

6単位
6単位

4/6(HCV
関連検査
異常なし)

調査中 調査中 重篤
未回
復

3-
07151

A-
070001
66

2007/12/25 2008/1/7
人赤血球濃厚液
(放射線照射）-LR

女 90 骨折
C型肝
炎

07/08

HCV-Ab(-)
(07/08)
HCVコア
Ag(-)
(07/08)

HCV-Ab(+)
HCVコアAg(+)
(07/12)

調査中 調査中
HCV関連
検査実施
予定。

保管検体1本に
ついてHCV-
NAT実施予定。

2単位 0/1 調査中 調査中 重篤
後遺
症有
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日赤番
号

識別番
号

FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患
感染症
名

投与年
月

投与前検
査(年月)

投与後検査(年
月)

日赤投与
前

検査

日赤投与後
検査

受血者個
別NAT

献血者個別
NAT

併用
血液
製剤
等

備考
使用単
位数

供血者再
献血※

同一供血者製
剤確保※

同一供
血者製
剤使用
※

感染
症等
転帰

転帰

供血者発遡及
の場合の供血
者保管検体
（抗原、抗体、
NAT）（投与時
点）

供血者発遡及の場合
の供血者の検査値

3-
07152

A-
070001
69

2007/12/26 2008/1/8
新鮮凍結人血漿
人赤血球濃厚液
(放射線照射）-LR

男 60

腎不
全、消
化管出
血

C型肝
炎

07/05-
06

HCV-Ab(-)
HCVコア
Ag(-)
(07/05)

HCVコアAg(+)
HCV-RNA(-)
(07/12)

- 調査中
HCV関連
検査実施
予定。

保管検体3本に
ついてHCV-
NAT実施予定。

4単位
2単位

2/3（HCV
関連検査
異常なし）

調査中 調査中 重篤
未回
復

陽転未確認事例

3-
07149

A-
070001
63

2007/12/21 2007/12/28
人血小板濃厚液
(放射線照射）

男 70
血液疾
患

C型肝
炎

07/02-
09

-

HCV-Ab(-)
(07/08)
HCV-Ab(-)
(07/11)
HCV-Ab(-)
(07/11)
HCV-Ab(+)
HCV-RNA(+)
(07/12)

- 調査中
HCV関連
検査実施
予定。

保管検体8本に
ついてHCV-
NAT実施予定。

80単
位

5/8(HCV
関連検査
異常なし)

調査中 調査中 重篤
未回
復

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）

3-
07132

A-
070001
29

2007/11/13 2007/11/27
人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR

男 90
消化器
疾患

細菌感
染

07/11 －

発熱
37．1℃→39℃
悪寒
刺入部痛
喘鳴
SpO2低下
心不全
院内にて患者血
培養実施、
Enterobacter
aerogenes、
Staphylococcus
hominis（メチシリ
ン耐性CNS）を同
定。

- -

非溶血性
副作用関
連検査実
施。抗血
漿タンパク
質抗体検
査：陰性。
血漿タン
パク質欠
損検査：欠
損なし。

投与中止の当
該製剤（1本）で
細菌培養試験を
実施。試験結
果：陰性

被疑薬：採血9
日目の照射赤
血球濃厚液-
LR(1本）

2単位 －

1本の原料血
漿を製造。原
料血漿は確保
済み。

- 重篤 軽快

3-
07135

A-
070001
35

2007/11/20 2007/12/4

人赤血球濃厚液
（放射線照射）-LR
新鮮凍結人血漿-
LR

女 80 貧血
細菌感
染

07/11 －

36℃→38．6℃
院内にて実施の
患者血培養は陰
性

- -

非溶血性
副作用関
連検査実
施。抗血
漿タンパク
質抗体検
査：陰性。
血漿タン
パク質欠
損検査：欠
損なし。
抗白血球
抗体検査
実施：クラ
スI陽性、
クラスII陽
性

人赤血球濃厚
液（放射線照
射）-LR(2本）：
使用済みバッグ
による細菌培養
試験実施、全て
陰性
新鮮凍結人血
漿-LR(1本）：投
与中止の当該
製剤で細菌培
養試験を実施、
陰性

被疑薬：採血17
日目の照射赤
血球濃厚液-
LR(２本）、採血
215日目の新鮮
凍結人血漿-LR
（1本）

2単位
2単位

－

2本の原料血
漿、1本の洗
浄赤血球-LR
を製造。原料
血漿は全て確
保済み。

洗浄赤
血球-LR
は医療
機関へ
供給済
み

非重
篤

回復

3-
07150

A-
070001
65

2007/12/25 2008/1/7
人赤血球濃厚液
(放射線照射）-LR

男 70
腎疾
患、貧
血

細菌感
染

07/12 BT　36.9℃

BT　38．1℃
輸血6日後の患者
血液培養より
Enterococcus
faecalis同定

- - -

当該製剤のセ
グメントチューブ
による細菌培養
実施予定。

採血17日目の
照射赤血球濃
厚液-LR(1本）

2単位 -

1本の原料血
漿を製造。使
用の有無を調
査中。

調査中 重篤
未回
復

5/629



日赤番
号

識別番
号

FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患
感染症
名

投与年
月

投与前検
査(年月)

投与後検査(年
月)

日赤投与
前

検査

日赤投与後
検査

受血者個
別NAT

献血者個別
NAT

併用
血液
製剤
等

備考
使用単
位数

供血者再
献血※

同一供血者製
剤確保※

同一供
血者製
剤使用
※

感染
症等
転帰

転帰

供血者発遡及
の場合の供血
者保管検体
（抗原、抗体、
NAT）（投与時
点）

供血者発遡及の場合
の供血者の検査値

3-
07139

A-
070001
41

2007/11/28 2007/12/12 人血小板濃厚液 男 40
骨髄異
形成症
候群

細菌感
染

07/11
Pantoea
agglomeran
s同定

38．4℃
悪寒
院内にて実施の
患者血培養は陰
性
(輸血当日)
院内にて患者血
液培養実施。
Staphylococcus
haemolyticusを同
定
(輸血翌々日)

－ －

非溶血性
副作用関
連検査実
施。抗血
漿タンパク
質抗体検
査：陰性。
血漿タン
パク質欠
損検査：欠
損なし。

当該製剤のセ
グメントチューブ
による細菌培養
実施。試験結
果：陰性

採血3日目の濃
厚血小板(1本）

10単
位

－

1本の原料血
漿を製造。原
料血漿は確保
済み。

- 重篤 軽快

3-
07142

A-
070001
47

2007/12/3 2007/12/18
人血小板濃厚液
(放射線照射）

男 50
血液腫
瘍

細菌感
染

07／11 -

36．8℃
PR92／分
BP88/37
SaO2　92％
アナフィラキシー
患者血液培養、
結果は陰性

- -

非溶血性
副作用関
連検査実
施。抗血
漿タンパク
質抗体検
査：陰性。
血漿タン
パク質欠
損検査：欠
損なし。

投与中止の当
該製剤（1本）で
細菌培養を実
施。試験結果：
陰性

採血2日目の照
射濃厚血小板(1
本）

10単
位

-

１本の原料血
漿を製造。原
料血漿は確保
済み

－ 重篤 回復

3-
07145

A-
070001
48

2007/12/14 2007/12/18
新鮮凍結人血漿-
LR

男 70 肝癌
細菌感
染

07/11 -

悪寒・戦慄
BT 37℃
BP 140/50
HR157/min
新鮮凍結血漿投
与中止
BT 40.1℃
BP 94/60
HR139/min
解熱剤筋注
BT 37.9℃
BP 75/45
HR 109/min
患者血液培養は
未実施

- -

非溶血性
副作用関
連検査実
施。抗血
漿タンパク
質抗体検
査：陰性。
血漿タン
パク質欠
損検査：欠
損なし。

投与中止の当
該製剤（1本）の
セグメントチュー
ブで細菌培養試
験を実施。試験
結果：陰性

採血254日目の
新鮮凍結血漿-
LR(1本）

2007/11/19に
悪寒、発熱とし
て情報入手し、
30日報告の準
備を進めていた
が、12月13日に
細菌感染も疑わ
れるとの追加情
報を得たため、
感染症症例とし
て報告

2単位 -
1本の赤血球
濃厚液-LRを
製造

赤血球
濃厚液-
LRは医
療機関
へ供給
済み。

非重
篤

回復

3-
07147

A-
070001
61

2007/12/17 2007/12/28

人赤血球濃厚液-
LR
人血小板濃厚液
人血小板濃厚液
(放射線照射）
新鮮凍結人血漿-
LR

女 50 肝硬変
伝染性
紅斑

07/08-
11

B19-Ag(-)
(07/08)

B19-DNA(骨髄
(+)
B19-DNA(末梢
血）(-)
(07/11)
B19-DNA(末梢
血）(+)
(07/11)
B19-DNA(骨髄）
(+)
(07/11)

肝移植ドナーの
検査結果
B19-Ag(-)
(07/07)

調査中 調査中

ヒトパルボ
ウイルス
B19関連
検査実施
予定

保管検体102本
についてヒトパ
ルボウイルス
B19関連検査実
施予定。

乾燥
濃縮
人アン
チトロ
ンビン
３
ポリエ
チレン
グリ
コール
処理
人免
疫グ
ロブリ
ン

54単
位
150単
位
170単
位
90単
位

- 調査中 調査中 重篤
調査
中
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平成 20 年 1 月 23 日開催 

薬事・食品衛生審議会 

運 営 委 員 会 提 出 資 料 

別紙 

 

日本赤十字社 

 

試行的 HEV20 プール NAT 実施状況について 

（輸血後 HEV 感染の予防対策） 

 
 
１．試行的 HEV20 プール NAT 実施状況 

 

北海道赤十字血液センター管内 

調査期間：平成 17 年 1 月 1 日～平成 19 年 12 月 31 日 

 献血者数 HEV-RNA 陽性 陽性率 

Ｈ１７．１～Ｈ１８．２※1 ３４１，１７４ ４５ １／７，５８２ 

Ｈ１８．３～Ｈ１９．12※2 ４９３，６６９ ５５ １／８，９７６ 

合計 ８３４，８４３ １００ １／８，３４８ 

  *1 北海道センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体も含む） 

  *2 血漿分画センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体は除く） 

 

２．HEV-RNA 陽性献血者の内訳 

  別添 
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別
添

２
．

　
H

E
V

-
R

N
A

陽
性

者
の

内
訳

調
査

期
間

：
2
0
0
5
年

1
月

1
日

～
2
0
0
7
年

1
2
月

3
1
日

Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

1
2
0
0
5
/
0
1
/
0
4

3
2

M
5
7

－
－

＋
無

不
明

レ
バ

ー
生

無

2
2
0
0
5
/
0
2
/
0
7

3
8

F
1
1

－
－

＋
無

ブ
タ

レ
バ

ー
生

無

3
2
0
0
5
/
0
2
/
1
3

4
1

M
1
0
3

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

4
2
0
0
5
/
0
3
/
2
5

6
5

F
1
7

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

5
2
0
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5
/
0
3
/
2
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2
6

M
3
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－
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＋
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不
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肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ウ
シ

精
肉

、
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
半

生
十

分
加

熱
無

2
4

2
0
0
5
/
1
1
/
0
7

3
1

F
1
2

＋
＋

＋
有

ブ
タ

レ
バ

ー
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ウ

シ
精

肉
十

分
加

熱
無

2
5

2
0
0
5
/
1
1
/
2
0

2
8

M
4
7

＋
＋

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
マ

精
肉

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

生 十
分

加
熱

無

2
6

2
0
0
5
/
1
1
/
2
9

3
5

F
3
3
3

＋
＋

＋
有

回
答

な
し

無

2
7

2
0
0
5
/
1
2
/
1
3

4
2

M
3
0

－
－

＋
有

ウ
シ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

不
明

レ
バ

ー
、

ブ
タ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

有
原

疾
患

に
よ

り
死

亡

2
8

2
0
0
5
/
1
2
/
1
3

3
0

M
1
1

－
－

＋
有

不
明

レ
バ

ー
十

分
加

熱
有

H
E
V

感
染

（
H

1
8
.0

1
.2

6
 運

営
委

員
会

報
告

済
み

）

2
9

2
0
0
5
/
1
2
/
2
2

6
2

F
1
4

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

3
0

2
0
0
5
/
1
2
/
2
7

4
2

F
1
4

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

喫
食

歴
調

査
遡

及
対

象
供

給
製

剤
受

血
者

情
報

H
E
V

R
N

A

問
診

該
当

※
１

年
齢

性
別

N
o
.

採
血

日
A

L
T

(I
U

/
L
)

H
E
V

抗
体

32



Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

3
1

2
0
0
6
/
0
1
/
0
2

2
2

F
1
2

－
－

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

無

3
2

2
0
0
6
/
0
1
/
0
6

6
8

M
2
3

－
－

＋
無

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

無

3
3

2
0
0
6
/
0
1
/
1
3

3
6

M
4
2

－
－

＋
無

ウ
マ

精
肉

、
不

明
レ

バ
ー

ウ
シ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ブ
タ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン

生 半
生

十
分

加
熱

無

3
4

2
0
0
6
/
0
1
/
1
8

5
3

M
2
3
8

＋
＋

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
、

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

十
分

加
熱

無

3
5

2
0
0
6
/
0
1
/
1
3

3
1

M
4
3

－
－

＋
有

不
明

レ
バ

ー
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
半

生
十

分
加

熱
無

3
6

2
0
0
6
/
0
1
/
1
7

4
8

M
2
5

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

3
7

2
0
0
6
/
0
1
/
2
5

5
2

M
2
5

－
－

＋
無

不
明

レ
バ

ー
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
有

輸
血

後
8
9
日

現
在

、
H

E
V

マ
ー

カ
ー

の
陽

転
は

見
ら

れ
ず

追
跡

調
査

終
了

3
8

2
0
0
6
/
0
1
/
3
0

3
9

F
2
2

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

3
9

2
0
0
6
/
0
1
/
3
0

2
5

M
3
2

－
－

＋
有

ウ
シ

精
肉

、
ウ

シ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

精
肉

十
分

加
熱

無

4
0

2
0
0
6
/
0
2
/
0
2

3
9

F
3
5

－
＋

＋
有

ウ
シ

レ
バ

ー
ウ

シ
レ

バ
ー

ヒ
ツ

ジ
精

肉

生 半
生

十
分

加
熱

無

4
1

2
0
0
6
/
0
2
/
0
7

5
7

M
1
3

－
－

＋
無

不
明

不
明

無

4
2

2
0
0
6
/
0
2
/
0
7

4
0

F
1
7
2

＋
＋

＋
無

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

無

4
3

2
0
0
6
/
0
2
/
1
7

3
9

M
2
8

－
－

＋
無

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ガ

ツ
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
イ

ノ
シ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

無

4
4

2
0
0
6
/
0
2
/
2
0

5
8

M
2
2

－
－

＋
無

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

4
5

2
0
0
6
/
0
2
/
2
1

4
5

M
3
0

－
－

＋
無

ウ
シ

精
肉

ブ
タ

精
肉

、
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

十
分

加
熱

無

4
6

2
0
0
6
/
0
3
/
0
1

4
6

F
1
5

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

4
7

2
0
0
6
/
0
3
/
0
1

5
0

F
2
9

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

4
8

2
0
0
6
/
0
3
/
0
2

5
4

M
4
7

＋
＋

＋
無

ウ
シ

・
ブ

タ
（
精

肉
、

レ
バ

ー
、

ホ
ル

モ
ン

）
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

4
9

2
0
0
6
/
0
3
/
2
7

4
0

F
1
2

－
－

＋
無

回
答

な
し

無

5
0

2
0
0
6
/
0
4
/
0
1

3
1

F
1
6

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

半
生

無

5
1

2
0
0
6
/
0
4
/
0
4

3
0

F
1
4

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
、

不
明

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

5
2

2
0
0
6
/
0
4
/
1
2

3
8

M
4
5

＋
＋

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

十
分

加
熱

無

5
3

2
0
0
6
/
0
4
/
1
8

2
1

M
2
6

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

ウ
シ

精
肉

、
ウ

シ
ホ

ル
モ

ン
半

生
十

分
加

熱
無

5
4

2
0
0
6
/
0
4
/
2
2

2
8

M
1
4

＋
＋

＋
回

答
な

し
無

5
5

2
0
0
6
/
0
4
/
2
6

4
6

M
1
9

－
－

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

半
生

無

5
6

2
0
0
6
/
0
5
/
1
8

6
2

M
2
7

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

5
7

2
0
0
6
/
0
7
/
0
7

1
7

M
3
3

－
－

＋
回

答
な

し
無

5
8

2
0
0
6
/
0
7
/
1
1

3
4

F
1
0

－
－

＋
回

答
な

し
無

5
9

2
0
0
6
/
0
7
/
1
2

2
1

F
2
7

－
－

＋
回

答
な

し
無

6
0

2
0
0
6
/
0
7
/
2
2

4
9

M
4
6

＋
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

N
o
.

採
血

日
遡

及
対

象
供

給
製

剤
年

齢
性

別
A

L
T

(I
U

/
L
)

H
E
V

抗
体

H
E
V

R
N

A

問
診

該
当

※
１

喫
食

歴
調

査
受

血
者

情
報

33



Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

6
1

2
0
0
6
/
0
8
/
0
1

6
2

M
1
8

－
－

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ウ
シ

精
肉

、
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
2

2
0
0
6
/
0
9
/
0
6

4
4

F
1
4

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

6
3

2
0
0
6
/
0
9
/
2
9

6
8

M
1
5

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
4

2
0
0
6
/
1
0
/
2
1

2
9

M
2
2

－
－

＋
不

明
無

6
5

2
0
0
6
/
1
1
/
1
9

4
8

M
5
8

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

十
分

加
熱

無

6
6

2
0
0
6
/
1
1
/
2
3

5
4

M
1
8

－
－

＋
回

答
な

し
無

6
7

2
0
0
6
/
1
2
/
0
1

4
3

M
5
5

－
＋

＋
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
8

2
0
0
6
/
1
2
/
0
4

6
0

M
4
6

＋
＋

＋
ウ

シ
精

肉
十

分
加

熱
無

6
9

2
0
0
6
/
1
2
/
0
4

4
7

M
4
0

＋
＋

＋
ウ

シ
精

肉
、

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

十
分

加
熱

無

7
0

2
0
0
7
/
0
3
/
0
1

3
3

M
4
1

－
－

＋
ウ

シ
レ

バ
ー

生
無

7
1

2
0
0
7
/
0
3
/
1
5

4
2

M
3
2

－
＋

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
半

生
無

7
2

2
0
0
7
/
0
3
/
2
7

5
5

M
3
0

－
－

＋
不

明
レ

バ
ー

十
分

加
熱

無

7
3

2
0
0
7
/
0
4
/
0
7

2
2

F
9

－
－

＋
ユ

ッ
ケ

ウ
シ

ホ
ル

モ
ン

、
ヒ

ツ
ジ

ホ
ル

モ
ン

生 十
分

加
熱

無

7
4

2
0
0
7
/
0
5
/
1
6

4
7

F
1
5

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

7
5

2
0
0
7
/
0
5
/
1
8

4
0

F
2
7

＋
＋

＋
ブ

タ
生

ハ
ム

（
自

家
製

）
半

生
無

7
6

2
0
0
7
/
0
5
/
3
0

3
3

M
2
6

－
＋

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

7
7

2
0
0
7
/
0
6
/
2
2

3
8

M
2
0

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
無

7
8

2
0
0
7
/
0
6
/
2
5

4
5

M
3
7

＋
＋

＋
ブ

タ
精

肉
ヒ

ツ
ジ

精
肉

十
分

加
熱

半
生

無

7
9

2
0
0
7
/
0
6
/
2
7

3
7

M
1
8

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

8
0

2
0
0
7
/
0
7
/
2
4

5
7

M
2
4

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

8
1

2
0
0
7
/
0
7
/
2
9

3
7

M
4
8

－
－

＋
不

明
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
不

明
レ

バ
ー

、
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
半

生
無

8
2

2
0
0
7
/
0
7
/
3
1

4
8

M
3
0

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

、
ブ

タ
レ

バ
ー

十
分

加
熱

無

8
3

2
0
0
7
/
0
8
/
0
1

4
8

M
3
3

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
ウ

シ
精

肉
、

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
半

生
無

8
4

2
0
0
7
/
0
8
/
0
4

5
3

M
2
8

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ヒ
ツ

ジ
精

肉
十

分
加

熱
半

生
無

8
5

2
0
0
7
/
0
8
/
2
6

5
0

M
6
0

－
－

＋
ヒ

ツ
ジ

精
肉

ウ
シ

精
肉

十
分

加
熱

生
無

8
6

2
0
0
7
/
0
9
/
0
5

4
1

M
2
9

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

8
7

2
0
0
7
/
0
9
/
1
8

4
1

M
2
3

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ウ

シ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

ホ
ル

モ
ン

半
生

無

8
8

2
0
0
7
/
0
9
/
2
1

5
7

M
1
9

－
－

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
十

分
加

熱
無

8
9

2
0
0
7
/
1
0
/
0
3

5
9

M
3
9

－
－

＋
ブ

タ
レ

バ
ー

、
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

9
0

2
0
0
7
/
1
0
/
0
3

1
9

M
4
0

－
－

＋
喫

食
歴

な
し

無

A
L
T

(I
U

/
L
)

H
E
V

抗
体

H
E
V

R
N

A
N

o
.

採
血

日
年

齢
性

別
問

診
該

当
※

１

喫
食

歴
調

査
遡

及
対

象
供

給
製

剤
受

血
者

情
報

34



Ig
M

Ig
G

肉
の

種
類

食
べ

方

9
1

2
0
0
7
/
1
0
/
0
9

3
5

M
1
9

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
十

分
加

熱
無

9
2

2
0
0
7
/
1
0
/
1
8

3
0

M
3
1

－
－

＋
ウ

シ
精

肉
、

ブ
タ

精
肉

、
ヒ

ツ
ジ

精
肉

十
分

加
熱

無

9
3

2
0
0
7
/
1
1
/
1
6

2
4

M
5

－
－

＋
不

明
無

9
4

2
0
0
7
/
1
1
/
1
6

5
4

M
2
2

－
＋

＋
ブ

タ
ホ

ル
モ

ン
、

ブ
タ

レ
バ

ー
十

分
加

熱
無

9
5

2
0
0
7
/
1
1
/
1
6

4
5

M
4
7

－
－

＋
ブ

タ
精

肉
ブ

タ
レ

バ
ー

十
分

加
熱

半
生

無

9
6

2
0
0
7
/
1
1
/
1
9

5
8

M
1
3

－
－

＋
レ

バ
ー

、
ホ

ル
モ

ン
不

明
無

9
7

2
0
0
7
/
1
1
/
1
9

2
4

M
4
6

－
－

＋
不

明
無

9
8

2
0
0
7
/
1
1
/
2
4

3
6

M
2
5

－
－

＋
不

明
無

9
9

2
0
0
7
/
1
1
/
2
9

4
2

M
2
1

－
＋

＋
不

明
無

1
0
0

2
0
0
7
/
1
1
/
3
0

3
1

M
4
2

＋
＋

＋
レ

バ
ー

不
明

無

※
１

：
問

診
喫

食
歴

調
査

内
容

　
　

　
0
5
年

  
1
月

1
日

～
0
5
年

1
0
月

3
1
日

：
「
過

去
３

ヶ
月

以
内

に
ブ

タ
、

シ
カ

、
イ

ノ
シ

シ
あ

る
い

は
動

物
種

不
明

の
生

肉
、

生
レ

バ
ー

の
喫

食
歴

」
　

　
　

0
5
年

1
1
月

1
日

～
0
6
年

0
3
月

3
1
日

 ：
「
過

去
３

ヶ
月

以
内

に
生

肉
（
半

生
も

含
む

）
、

レ
バ

ー
、

ホ
ル

モ
ン

（
動

物
種

、
焼

き
方

を
問

わ
ず

）
の

喫
食

歴
」
、

な
お

本
調

査
は

0
6
年

0
3
月

3
1
日

を
も

っ
て

終
了

喫
食

歴
調

査
遡

及
対

象
供

給
製

剤
受

血
者

情
報

A
L
T

(I
U

/
L
)

H
E
V

抗
体

H
E
V

R
N

A

問
診

該
当

※
１

N
o
.

採
血

日
年

齢
性

別
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